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令和8年9月15日（火）

今回は、小橋川　遥教諭が３年生国語科で公開授業を行い

令和8年9月14日（月）～15日（火）の2日間、一般社団法人

沖縄らいつ包括的性教育センター代表　和田なほさんを

講師にお招きして「性教育講話」を小学部・中学部に分か

れ各学年ごとに実施しました。小学部・低学年では、体の

しくみ、心のしくみについて、高学年・中学部では、性的

で決めることが出来る。健康と

安全と幸せのためにいろいろな

選択肢があることなどを学ぶこ

とができました。

同意に関することや法律を交えた講話、デートＤＶに関する

講話、中学3年生には「体と心を大切にするために」関する

令和8年9月11日（金）の永山隆介先生の公開授業に続き

授業では、合意形成に向けた話し合い活動が行われました。

段階的な話し合いの設定の中で、1回の話し合いで終わら

せず「プレ会議（課題把握）→モデル分析→本会議Ⅰ→

修正・改善→本会議Ⅱ」のように段階を踏む展開は、生徒

が自らの対話を客観的に捉える上で効果がありました。

タブレット録画を活用したリフレクションの実践：話し合い

の様子をタブレットで録画し、観点（進行の工夫、互いの発

言の生かし方など）に沿って振り返らせることで、感覚的で

はない根拠に基づいた自己評価・相互評価を行っていまた。

各家庭におかれましても、授業の様子を確認してください。

ました。校内での公開授業は今年度通算6回目になります。

体と心を大切にするために（性教育講話）

９／１4（月）3年生国語科「小橋川 遥」教諭による公開授業



　


